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要旨：菌床シイタケ害虫ムラサキアツバおよびナミグルマアツバ幼虫が繁殖した菌床に，昆虫病原性線虫スタイナー

ネマ・カーポカプサエ製剤の 5000 頭/ml 懸濁液，または昆虫病原細菌バチルス・チューリンゲンシス製剤の 500 倍

液を，菌床あたり 50ml 散布し，３日ごとに菌床上の生存個体数を計数した。その結果，両種とも線虫製剤あるいは

細菌製剤の散布後３日目で生存個体数が急減した。このことから，両天敵製剤ともに，ムラサキアツバおよびナミグ

ルマアツバ幼虫駆除の実用性が高いと考えられた。 
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Ⅰ はじめに 

ムラサキアツバ（以下，アツバ）およびナミグルマア

ツバ（以下，ナミグルマ）は，菌床シイタケの害虫であ

る（５，６）。アツバ成虫を乳酸発酵液を用いたトラップ

で捕殺できるが（４），生産者は幼虫の見つけ取りで駆除

するため，多大な労力が必要である。このため，両種幼

虫に対する昆虫病原性の線虫と細菌の天敵製剤の効果を

検討し，農薬としての薬効の有無について考察した。 

 

Ⅱ 材料と方法 

実験を行った施設，および菌床の管理方法は，北島ら

（２）と同じであるため，概略のみ記述する。森林総合

研究所（茨城県つくば市）内の網室内に設置したビニー

ルハウス（1.8m×2.55m×高さ 2.3m）（以下，ハウス）４棟

に，１台ずつポールシェルフ（0.45m×1.5m×高さ 1.8m，

5 段）を置いた。ポールシェルフ最上段に灌水ホースを

取り付け，7:00 と 19:00 に，それぞれ３分間，約 2.5L／

分，散水した。温湿度ロガーで実験期間中の温湿度を記

録した。 

茨城県稲敷郡阿見町の菌床シイタケ生産者の栽培施設

において，2017 年７月にアツバとナミグルマ幼虫を採集

し，森林総合研究所において人工飼料（１）を用いて１

世代飼育した。同年 8 月 4 日に全面発生用のシイタケ菌

床（森産業製 XR-1，1.1kg 完熟，）120 個を，ハウス２棟

に分けて入れ，子実体の一次発生を終了させた。同年８

月 15 日にアツバおよびナミグルマ成虫を各ハウスに 10

つがい放して自由に産卵させた。同年９月 22 日に幼虫

が付着している菌床を選別して，3 つのハウスに 30 菌床

ずつ，幼虫数ができる限り同数となるように振り分けた。

各棟の菌床 30 個は，ポールシェルフの上から 2，3，4 段
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目に，それぞれ 10 個ずつ，約 10cm間隔で並べた。 

昆虫病原性線虫には，スタイナーネマ・カーポカプサ

エ剤（SDS バイオテック製バイオセーフ）を用い，水道

水で 5,000 頭／ml の濃度に希釈し線虫区とした。昆虫病

原性細菌にはバチルス・チューリンゲンシス剤（同バシ

レックス）用い，水道水で 500 倍に希釈し細菌区とした。

無処理区として，水道水を用いた。各処理において，噴

霧器（（株）工進製 DK－７）を用いて，同年９月 22 日

に，菌床１個あたり 50ml ずつ表面に散布した。 

菌床上の生存幼虫と繭を，処理前および処理後３日ご

とに 18 日目まで計数した。繭の傍に発見日を記した爪

楊枝を刺しておき，処理後 33 日目に繭内の個体の生死

を確認した。生存していた幼虫と蛹の和を生存個体数と

した。薬効の効果判定には，処理後の連続した３調査日

の補正密度指数の平均値と評価の基準（日本植物防疫協

会（３）），すなわち 10 以下：効果は高い，10～30：効果

はある，30～50：効果は認められるがその程度は低い，

50 以上：効果は低い，により実用性を評価した。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 アツバでは，処理前の生存個体数は，線虫区，細菌区，

および無処理区で，それぞれ 40，40，および 37 個体で

あった。処理後３日目には，線虫区，細菌区の生存個体

数割合は急減し，同６日目には生存個体は見られなくな

った（図－１左）。 

 

 

ナミグルマでは，処理前の菌床上の生存個体数は，線

虫区，細菌区，および無処理区で，それぞれ 41，41，お

よび 38 個体であった。処理後３日目には，線虫区，細菌

区の生存個体数割合は急減し，同９日目には生存個体は

見られなくなった（図－１右）。 

実験期間中には，温度，湿度ともに昼夜の変動はあっ

たが，幼虫の生存に影響する高温や乾燥はなかった（図

－２）。 

図－１から，両種における処理後 3～9 日目の補正密 

 

 

度指数の平均値を求めたところ，アツバでは線虫区およ

び細菌区ともに 0.8，ナミグルマでは線虫区で 9.9，細菌

区で 2.4 となり，いずれも効果は高いと判定できた。こ

のことから，スタイナーネマ・カーポカプサエ剤，およ

びバチルス・チューリンゲンシス剤ともに，アツバおよ

びナミグルマ幼虫の駆除に実用性が高いと考えられた。 
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図－１． 菌床上のムラサキアツバおよびナミグ

ルマアツバ生存個体数（幼虫+蛹）割合の推移 

図－２． 線虫散布処理後のビニールハウス内温

湿度の推移 


